
 

 

平 成 ２ ７ 年 ５ 月 ２ ０ 日 

東 京 都 財 務 局 

株式会社日本取引所グループ 

 

 

東京都知事及び株式会社日本取引所グループ取締役兼代表執行役 

グループＣＥＯのコメントの発表等について 

 

 東京、そして日本の経済を活性化させるために、現在、東京を国際金融センター

へと蘇らせるための様々な取組を、官民が一体となって進めています。 

こうした中、東京都では、資金調達手段の多様化及び調達コストの低廉化を図る

ことに加え、TOKYO PRO-BOND Market※１に対する国内外の金融関係者の認知

度をさらに高めていくため、外債の起債、及び海外市場と同市場へのデュアルリス

ティング（同時上場）を行うこととしました。 

株式会社東京証券取引所※２の承認を経て、本日、本債券は、TOKYO PRO-BOND 

Market に上場され、同市場で初めてのユーロ・ドル債※３の起債となりました。そ

の結果、本起債は、投資家の関心を引き、十分な需要を確保することができました。 

これを機に、本起債を含めた同市場に関する情報を国内外に積極的に発信し、

TOKYO PRO-BOND Market への理解を深めていただくため、東京都知事及び株

式会社日本取引所グループ取締役兼代表執行役グループＣＥＯがコメントを発表し

ましたので、お知らせします。 

注１ 株式会社東京証券取引所が運営する機関投資家等を対象とした市場 

注２ 株式会社日本取引所グループの子会社で、TOKYO PRO-BOND Market の運営主体 

注３ 国際債券市場のうち米国以外の投資家を対象にした米ドル建ての債券 



 

記 

１ コメント 

   別紙１ 東京都外債のデュアルリスティングを通じた TOKYO PRO-BOND 

Market の活性化に向けて 

別紙２ 「東京国際金融センター構想」実現に向けた TOKYO PRO-BOND 

Market の取組みについて 

２ 参考 

（１） TOKYO PRO-BOND Market の概要 

   運営主体  株式会社東京証券取引所 

   設置目的  ユーロ市場のような柔軟かつ機動的な債券の発行を実現し、国

内外の発行体と投資家さらには証券会社などの関係業者の利便

性を向上させ、アジアの中核としての日本の債券市場の発展に

資する 

   設立時期  平成２３年５月 

上場実績  プログラム上場数 １３件 / 債券上場数 １２本 

（２） 都外債の起債概要 

戦後においては、都は、昭和３９年以降、継続的に外債を発行しています。今

回の起債概要は次のとおりです。 

発 行 額  １０億ドル 

※ 都は、米ドル建ての債券を発行時に円に交換し、償還まで

の費用を円ベースで固定している（為替リスクなし）。 

期 間  ５年（平成３２年５月１９日 償還） 

表 面 利 率  ２．１２５％ 

発 行 価 額  ９９．８７３％ 

上 場 先  TOKYO PRO-BOND Market、ロンドン証券取引所 

発 行 日  平成２７年５月１９日 

(払込日 ) 



 

上 場 日  平成２７年５月２０日 

引受主幹事  BARCLAYS BANK PLC 

MERRILL LYNCH INTERNATIONAL 

DEUTSCHE BANK AG, LONDON BRANCH 

NOMURA INTERNATIONAL PLC    

 

 

 

 

 

 

※ 本報道発表文は、都債の発行に際して一般に公表するための記者発表文であり、

投資勧誘を目的として作成されたものではありません。また、本報道発表文は、

都債の募集を構成するものではありません。 

 

 

 

本件は、「東京都長期ビジョン」における、以下の都市戦略・政策指針に係る事業です。

 都市戦略６ 「世界をリードするグローバル都市の実現」 

 政策指針 15 「日本の成長を支える国際経済都市の創造」 

「東京都長期ビジョン」事業 

〔問い合わせ先〕 

（都外債に関すること） 

財務局主計部公債課 

電話 ０３－５３８８－２６８３ 

（TOKYO PRO-BOND Marketに関すること） 

株式会社東京証券取引所 上場推進部 

電話 ０３－３６６６－０１４１（代表） 



 

２０１５年５月２０日 

 

東京都外債のデュアルリスティングを通じた 

TOKYO PRO-BOND Market の活性化に向けて 

 

東 京 都 知 事 

舛  添  要  一 

 

かつて、東京は、ニューヨーク、ロンドンと並ぶ世界の金融拠点

でありました。しかし、この２０年間のデフレにより、日本の国際

的プレゼンスは低下してしまいました。 

日本を再び成長軌道に乗せる。そのためには、まず日本経済を牽

引する機関車である東京を、世界から資金、人材、情報が集まる「グ

ローバル経済都市」にしていかなくてはなりません。 

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックを控え、世界の

注目が集まる今こそ、絶好の機会だと思います。私が昨年発表した

「東京国際金融センター構想」には、国と経済界からも強いご賛同

をいただき、オールジャパンの体制が整いました。経済の血液であ

る金融の分野で、東京の存在感を大いに高めていきたいと思います。 

本構想には多岐に渡る取組が盛り込まれていますが、その一つが、

別紙１



 

TOKYO PRO-BOND Marketへの東京都外債のデュアルリスティン

グ（同時上場）です。 

TOKYO PRO-BOND Market は、創設間もない市場ですが、海外

の金融関係者にとっても利便性の高い市場です。その存在を国内外

に発信することは、今後の東京の活性化に大いに資すると考えてい

ます。 

このため、東京都は、前回の東京オリンピック・パラリンピック

が開催された１９６４年以降、継続的に発行し、これまでロンドン

証券取引所など海外市場のみで上場してきた外債を、このたび、

TOKYO PRO-BOND Market にもデュアルリスティングし、起債を

行いました。 

本起債は、TOKYO PRO-BOND Market において、２０１１年の

創設以来、初めてのユーロ・ドル債の起債となりました。 

起債に当たっては、これまで投資家の間で築かれてきた東京都に

対する信頼感に加え、同市場上場などの積極的な取組みが、投資家

の関心を引いたこともあり、十分な需要が得られました。また、ご

参加頂いた投資家の方からも、新しい試みに対して前向きなご評価

を頂きました。 



 

本起債を踏まえ、東京都は、外債の発行に当たって、今後も、

TOKYO PRO-BOND Market を活用していきたいと考えています。

また、これを一つの契機として、国内外の幅広いニーズに応えられ

る市場である TOKYO PRO-BOND Market が活性化し、東京が資金

調達・運用の中心地へと成長していくことを期待しています。 

 私は今後とも、東京という都市をマネージメントする東京都のリ

ーダーとして、東京が「国際金融センター」としての輝きを得るた

め、世界からの脚光が当たる「舞台づくり」に邁進してまいります。 

 
 
 

以上 



 

２０１５年５月２０日 

 

「東京国際金融センター構想」実現に向けた 

TOKYO PRO-BOND Market の取組みについて 

 
 

株式会社日本取引所グループ 

取締役兼代表執行役グループＣＥＯ 

斉 藤  惇 

 

この度、東京証券取引所の運営するプロ向け債券市場、TOKYO 

PRO-BOND Market に、東京都発行のユーロ・ドル債が上場しまし

た。これは TOKYO PRO-BOND Market にとって初の外貨建て債券

の上場であり、同市場のグローバル金融市場としての発展可能性を

示す、大きな意義のある上場と評価されるものです。 

TOKYO PRO-BOND Market は、２０１１年５月に開設したプロ

向け債券市場であり、投資家を、機関投資家等のいわゆるプロ投資

家に限定することにより、一般投資家向け市場よりも簡便かつ柔軟

なディスクロージャーによる債券発行を可能とした市場であり、ユ

ーロボンド市場等の海外のグローバル債券市場と同様、プログラム

別紙２



 

形式による上場や英文による情報開示が可能である等、国内のみな

らず、広く海外の発行体や投資家の利便性を向上させたものであり、

我が国市場により多様な発行体・投資家を呼び込むうえで大きな役

割を果たしうる市場であります。 

現在、日本取引所グループでは、中期経営計画における重点戦略

の一つとして、アジアの成長を取り込むとする「アジア戦略」を掲

げ、「アジアで最も選ばれる取引所」を目指した取組みを進めていま

す。なかでも、この TOKYO PRO-BOND Market の活用・振興は、

アジア戦略の鍵となる施策の一つであり、我々としても、同市場の

より一層の利用促進に向け、積極的に活動を進めているところです。 

また、TOKYO PRO-BOND Market は、海外の発行体および投資

家を我が国市場に呼び込む役割が期待される市場として、「東京国際

金融センター構想」実現のためにも、大いに資するものであります。 

東京市場の国際化は、海外の金融市場のグローバル化が急速に進

展する昨今、我が国の経済成長の観点からも喫緊の課題となってお

り、東京都がこのタイミングを捉えて、そのイニシアチブを取って

本構想を打ち出し、自ら率先して TOKYO PRO-BOND Market 上場

に取り組まれたことは高く評価されるものであり、舛添都知事をは



 

じめとする関係者の皆様のご尽力に対し、深く敬意を表します。 

日本取引所グループとしても、取引所の運営者として東京市場の

一端を担う立場から、国、東京都および金融関係者と連携しながら、

東京都の本構想の推進・実現に向けた取組みに積極的に協力し、東

京市場のグローバル化という大きな目標の実現に貢献してまいる所

存です。 

 
 
 

以上 
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